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南あわじ市長 守本 憲弘

下
水
道
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し

て
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た

汚
れ
た
水
が
下
水
道
施
設
で
き

れ
い
な
水
に
な
る
仕
組
み
を
学

び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
内
の
６

つ
の
処
理
工
程
を
見
学
。
汚
水

が
順
に
処
理
さ
れ
、
き
れ
い
な

水
に
な
っ
て
い
く
様
子
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
か
ら
10
月
28
日
に

か
け
て
、
市
内
11
小
学
校
の
４

年
生
を
対
象
に
、
賀
集
浄
化
セ

ン
タ
ー
で
「
下
水
道
出
前
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
９
月
16
日
に
行
わ
れ
た
講
座

に
は
、
辰
美
小
学
校
の
４
年
生

25
人
が
参
加
。
児
童
ら
は
会
議

室
で
、
下
水
道
課
職
員
か
ら
生

活
に
必
要
な
水
の
循
環
や
下
水

道
施
設
の
説
明
を
受
け
た
後
、

　
市
内
外
の
子
ど
も
た
ち
が
制

作
し
た
３
分
間
の
映
像
作
品
コ

ン
テ
ス
ト
「
南
あ
わ
じ
市
子
ど

も
映
画
祭
」
が
10
月
１
日
、
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
あ
な
た
が
な
り
た
い
職
業
」

を
テ
ー
マ
に
20
作
品
が
ノ
ミ
ネ
ー

ト
。
受
賞
作
品
の
表
彰
と
上
映

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
姉

妹
都
市
・
米
国
セ
ラ
イ
ナ
市
か

ら
の
作
品
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
長
賞
は
、
井
吹

映
画
祭
の
参
加
者
ら

乳
牛
未
経
産
の
部
で
名
誉
賞
を
受
賞
し
た

髙
田
さ
ん
と「
フ
エ
ア
ヘ
イ
ブ
ン　
Ｒ
Ｏ
Ｘ

Ｙ　
キ
ヤ
ミ
ラ　
レ
イ
」

賀
集
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
児
童
ら

西
小
学
校
（
神
戸
市
）の
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
警
察
官
の
日
常
」

が
受
賞
し
ま
し
た
。

※
市
内
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

審
査
員
特
別
賞

※
作
品
名（
制
作
グ
ル
ー
プ
名
）

わ
た
し
た
ち
の
小
さ
い
と
き
か

ら
の
夢
～
わ
た
し
た
ち
の
挑
戦

～
（
フ
ラ
ワ
ー
ス
ノ
ー
）
／
レ
ー

ス
に
出
た
い
自
分
（
り
ょ
う
が
）

／
先
生
あ
り
が
と
う（
元
気
いっ

ぱ
い
阿
万
っ
子
）

「
な
り
た
い
職
業
」
を
映
像
で
表
現

南
あ
わ
じ
市
子
ど
も
映
画
祭

下
水
道
の
仕
組
み
を
学
ぶ

出
前
講
座
を
開
催

　
第
18
回
南
あ
わ
じ
市
畜
産
共

進
会
を
９
月
24
日
、
25
日
の
２

日
間
、
文
化
体
育
館
大
駐
車
場

で
開
催
し
ま
し
た
。
黒
毛
和
種

65
頭
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
16
頭

が
出
品
さ
れ
、
月
齢
別
に
資
質

と
体
形
美
を
競
い
合
っ
た
ほ
か
、

農
業
功
労
者
の
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

※
共
進
会
入
賞
者 

一 

覧

（
敬
称
略
）

◆
和
牛
の
部

名
誉
賞
＝
ふ
じ
ま
な
み
（
原
由

美
・
広
田
） 資

質
と
美
を
競
う

南
あ
わ
じ
市
畜
産
共
進
会

吉備国際大学からのお知らせ
第6回くにうみ祭
　吉備国際大学にて 3 年ぶりにくにうみ祭を実施しま
す。当日は南あわじ市民の皆さまの来校を心よりお待ち
しております。
日時　11 月19 日（土）10：00 ～ 16：00
場所　吉備国際大学　南あわじ志知キャンパス内
内容　模擬店・展示・体験・イベントステージ・外部

出演・外部出店
◆「くにうみ祭り」インスタグラムもチェッ

クしてみてください→

地域創成生涯学習講座
　地域の皆さまを対象にした「地域創成生涯学習講座」
を開催します。お気軽にご参加ください。

≪11月開講講座≫
第3回「現地調査で聞いてきた、沖縄の郷友会」
日時：11 月10 日（木）10：30 ～ 11：30
講師：農学部地域創成農学科　准教授　平井  順
定員：40 人

第4回「地域農業の担い手を考える」
日時：11 月24 日（木）10：30 ～ 11：30
講師：農学部地域創成農学科　准教授　濱島 淳博
定員：40 人
申込方法　電話または FAX（FAX でのお申込みの際

は申込用紙をご利用ください）
申込期限　各回開催前日の 17：00まで
申込先　南あわじ志知キャンパス 地域連携センター
　☎ 42-4708　F 42-4701　　 kiu-aw@kiui.ac.jp

感染症対策にご協力をお願いします
・3密を避け、人と接する場合はマスクを着用する
・手洗いや手指の消毒を励行する
・室内や移動の車内などでは換気を十分に行う

困っていませんか？

　皆さんは、生活の中で困りごとがあったときに相談できる
人はいますか。
　近年、地域や家族など人と人とのつながりが弱くなり、悩
みや困りごとがあっても相談する相手がなく、また、県や市な
どの支援制度にもあてはまらず、「生きづらさ」を感じている
人が増えています。福祉の現場では、一つの世帯に複数の
課題を抱えている状態、たとえば 80 代の親が 50 代の子の
生活を支える 8050（ハチマルゴーマル）問題や、18 歳未
満の子が家族の介護やケアをするヤングケアラー、ひきこもり
など、従来の支援体制では対応しきれないケースが多く発生
しています。
　低所得者支援にあわせて実施したアンケート調査でも、さ
まざまな課題が見えてきました。困りごとを抱えた人の中には、
自ら支援を求められない方や、支援につながることに拒否的
な方も一定数おられ、早急な対応が必要と考えています。
　本市では、第２期地域福祉計画において、直面する新た
な課題に対応するため、地域、行政、関係機関などが協力
し、地域共生社会に向けた取り組みを進める目標を掲げまし
た。４月には、「総合的福祉研究プロジェクト」を立ち上げ、
従来の支援体制では対応しきれない複合的な課題を抱える

事例や、社会的孤立から相談につながっていない事例など
に対応する仕組みづくりに向け、動き始めたところです。
　こうした事例に対応するためには、分野を問わない「相談
支援」、本人と支援メニューのマッチングを行う「参加支援」、
地域の交流の場や居場所を整備する「地域づくり」、支援が
届いていない方を発見し、支援につなげる方策などを一体的
に進めることが必要です。現状、「相談支援」においては、
高齢・障害といった分野ごとの支援体制は概ねできており、
必要に応じ、他部署や関係機関と連携することで、大半のケー
スは対応が可能ということが分かりました。また、本市が先
駆的に取り組む「高齢者等元気活躍推進事業」や「地域づ
くりチャレンジ事業」をはじめ、多くの事業に「参加支援」や

「地域づくり」の機能があることも再確認できました。
　こうしたすでに「ある」ものや、地域の特性を最大限に活
用するとともに、職員同士の学び合いを通じた対応力の向上
に努めながら、取り組みを進めてまいります。
　複雑な課題を抱えながらも相談できず困っておられる方、
相談してもすぐには解決しないかもしれません。しかし、一緒
に解決の糸口を探ることはできます。ぜひ市役所の相談窓口
をご活用ください。また、そういう方の存在に気づかれた方は、
ご連絡いただければ幸いです。
　誰もが生きがいや喜びを感じながら安心して暮らせる地域
社会を、皆さんと共に作ってまいりたいと思います。

最
優
秀
賞
＝
て
る
み
３
（
仲
田

勉
・
市
）、
し
ず
ま
る
３
（
前

川
卓
也
・
松
帆
）、
わ
か
ば
（
仲

岡
建
太
郎
・
市
）、
す
も
も
（
山

野
富
靖
・
倭
文
）、
て
る
み
１

の
４
（
古
東
美
佐
子
・
神
代
）、

あ
い
こ
２
の
１
（
斉
藤
克
己
・

津
井
）

◆
乳
牛
の
部

名
誉
賞
＝
【
未
経
産
】
フ
エ
ア

ヘ
イ
ブ
ン
　
Ｒ
Ｏ
Ｘ
Ｙ
　
キ
ヤ
ミ

ラ
　
レ
イ
（
髙
田
和
也
・
八
木
）

【
経
産
】
フ
エ
ア
ヘ
イ
ブ
ン
　
Ｍ

Ｆ
　
プ
レ
ミ
ア
ム
　
マ
ス
カ
ツ
ト

（
冨
永
忠
良
・
志
知
）

優
秀
賞
＝
【
未
経
産
】
ア
バ
ン

ギ
ヤ
ル
ド
　
ネ
オ
ン
　
パ
ラ
ダ
イ

ス（
出
口
順
也
・
志
知
）【
経
産
】

フ
エ
ア
ヘ
イ
ブ
ン
　
Ｍ
Ｆ
　
プ
レ

ミ
ア
ム
　
タ
ル
ト
　
フ
タ
ゴ
（
冨

永
忠
良
・
志
知
）

◆
令
和
４
年
度
農
業
功
労
者

　
表
彰
（
敬
称
略
）

和
牛
部
門
＝
中
島
義
晴
（
広

田
）、
出
田
忠
司
（
阿
万
）

蔬
菜
部
門
＝
納
敏
和
（
広
田
）、

嶋
本
博
（
松
帆
）

乳
牛
部
門
＝
増
田
茂
（
松
帆
）、

池
田
進
（
八
木
）


